
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい授業づくりの文化をつくる  
「吹田の授業づくりUpdateプラン」 

校内研究活性化プラン 
 

令和７年８月１日実施 Updateプラン通信 第６号 小算 教材研究会 

―講座の目的－ 

①未知の問題場面に出会っても、解決に向けて行動できる汎用的な力

（資質・能力）を子供たちに育むため、学習指導要領に基づいた授業づく

りについて実践を通して主体的に学ぶ。 

②教師同士のネットワークを構築し、講座での学びを吹田市内で広げると

ともに、自校でのOJTに生かすことにより、学習指導要領に基づいた授

業づくりの文化を築く。 

―講座の目標― 

 

吹田市の全小中学校が学習指導要領

に基づいた授業づくりに取り組む。 

 

小算教材研究会  ８月１日（金）  

単元名：計算のしかたを くふうしよう   
「吹田の授業づくり Update プラン」校内研究活性化プランでは、教材研究会と授業研究会を１セットとして実施しています。今回は小学校算

数科の教材研究会を行いました。授業者より、既習とのつなぎや系統性を大切にしつつ、「式」を答えを出すためのもので終わらずに「式」のよさ・

価値や働きなどを学ばせる提案がありました。齊藤先生より、大きな問題解決の中で「式」を学び、子どもたちが式を用いることのよさや価値を

実感することの大切さをご指導いただきました。また、思考のプロセスを共有することや批判的思考を働かせていくことの重要性を学びました。

この学びを基に、１０月１７日（金）の授業研究会へ向けて、さらなる授業改善に挑みます。 

Whyなぜ学ぶのか

子供達が身につけるべき資質・能力は？

What何を学ぶのか

子供達の学習対象は？

How どのように学
ぶのか

子供達の学習過程は？

【知識及び技能】 
・２位数の加法及びその逆の減法の計算が、１位数などについての 

基本的な計算を基にしてできることを理解し、それらの計算が確実

にできること。また、それらの筆算の仕方について理解すること。 

・加法及び減法に関して成り立つ性質について理解すること。 

 

【思考力・判断力・表現力】 
・数量の関係に着目し、計算仕方を考えたり計算に関して成り立つ性

質を見いだしたりするとともに、その性質を活用して、計算を工夫し

たり計算の確かめをしたりすること。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 
・加減の計算方法について、計算法則、数の見方や構成を活用して考

えた過程や結果を振り返り、数理的な処理のよさに気づき今後の生

活や学習に活用しようとしている。 

【本単元で学ぶ見方・考え方】 

・数量の関係に着目し、３つの数の計算の意味や仕方を考える。３つの

数を１つの式に表せることを知る 

 

【本単元で学ぶ学習過程】 

                        子どもたちの「式は“答えを出す

もの”」という意識の転換。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童が、算数の言語である「式」の良さや意味、働きについても目を

向けることが出来るよう学びを描いていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講  師   

NPO法人  

エデュ・ネットワーク・プラン 代表理

事 

    齊 藤  一 弥 氏 
横浜市公立学校教諭、横浜市教育委員会勤務、

横浜市立小学校校長、島根県立大学教授を経

て、現職。 

現行学習指導要領の作成に関わるとともに、高

知県において学力向上総括専門官、教育課程推

進専門官として授業改革に取組み、成果を上げ

ている。 

授業づくりのプロセス 

 

 

 

単元を創る 
・育成すべき資質・能力を明確にする 
・見方・考え方の成長をイメージする 

本時を創る 
・目指すゴールに対応した問い 
・教科ならではの学習過程（プロセス） 
・見方・考え方を伸長させる明示的指導 

授業づくりにおいて大切にしたいこと 

 

 

子供が切実性・必然性の 
ある問いを持つ 

教師が学習過程（プロセス） 
も能力であると捉える 

子供が自分自身の 
成長を実感する 

学習指導要領に基づいて 

授業者の提案 

【単元終了時の目指す子供の具体的な姿】 

 

・加法の結合法則や（ ）の用い方を

理解している。簡単な加減法の暗算

ができる。  

・（ ）の中を１つの数とみて、式の

意味を考えて表現したり、場面を式

に表したりする。３つの数の加法計

算について、数量の関係に着目し、

結合法則などを基に工夫して計算す

る。 

・計算法則、数の見方や構成を活用し

て考えた過程や結果を振り返り、数

理的な処理のよさに気づき、今後の

生活や学習に活用しようとする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 なぜ「式」の単元を設定するのか？ 
〇A（２）加法、減法 （内容の取扱い） 学習指導要領解説算数編（以下 CS）ｐ１０９ 

 

 

 

 

大きな問題解決の中で、内容を取り扱っていきたい。 

つまり、「今日から式の勉強です」というような、「式のための式の授業」でなく、たし算

とかひき算をやっている中で、式の学びを描いていきたい。 

 

 

 

子どもにとって、「式」は、数学的表現。つまり、表現ツール。→他者とのやり取りの中

で、本来は扱っていくべき。 

 

 

 

どういうことかと言うと・・・「数学的活動を通して」ということ。 CSｐ７５ 
数量や図形を見いだ

し、進んで関わる活

動 

日常の事象から見い

だした問題を解決す

る活動 

算数の学習場面から

見いだした問題を解

決する活動 

数学的に表現し伝え

合う活動 

数学的活動というのは、これ自体が能力 

 

 

〇式で大切にする２つのこと 

① 思考プロセスの共有…自分はどう考えたかを共有するということ 

② 事象を持っているその構造の表現…どんな場面なのかということ 

➾問題文に書かれている内容を、「式」で抽象度を高め、コンパクトに表現できる。 

 

〈数学的表現〉 

 

 

 

 

 

 

加法の結合法則が成立するってことを子どもに実感させたい。「たし算ってこんな 

ことができるんだ」ってわかるようにするために反例をもってくる。 

つまり、ひき算でもそれが成り立つのか？というような場面を経験させたい。 

 

 

 

 

齊藤先生のお話は、裏面へ 

●子どもの有能さを生かすための授業デザインを考えて、

他の教科でも取り入れていきたい。 

●言語化と教科の学びが、何となくの話し合いでなく、理解

を深め合う為の表現活動ということを学びました。 

●見通しをもって、この学年にどんな力をつけるかをか考

え、整理することができた 

受
講
者
の
感
想 

齊藤先生より 算数科の目標   数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 

Why なぜ学ぶのか

子供達が身につけるべき資質・能力は？
What 何を学ぶのか

子供達の学習対象は？
How どのように

学ぶのか
子供達の学習過程は？

２ 子どもの有能さを生かす 
１年生での学びは？・・・三口の計算 

 

 

 

 

 

 

「バスに５人乗っています。まず、バス停 Aで３人乗ってきました。次に、バス停 Bで４人乗ってきました。バスに

は全部で何人乗っていますか。」 

・どんな式になるか？…式）５＋３＋４＝１２ 

➾どうやって計算しているの？…まずは①５＋３をして、その後①＋４をしていく。 

 

 

   ➾一般的には、他の式はある？と聞くが、（例）Fさんが「５＋（３＋４）＝１２って考えた。この考えを説明する

ことはできませんか？」という展開。つまり、思考そのものを課題にする。 

 ※子どもたちから出した考えは、出したからには捌いていかないといけない。教師にとって、都合のよいもの

だけを取り上げるという形は良くない。なんでもとなるといくらでもでてきてしまう・・・ 

 

 

５＋（３＋４）＝１２は、まず、①（３＋４）から計算し、その後５＋①をする。←「増加」ではない。 

  ➾３と４って何だった？…乗ってきた人  ５は？…乗っていた人 

   ➾２年生に理解できる表現で行うが、加法の三項関係にしたい。つまり a＋b＝cにしたい。 

 つまり、（３＋４）を「乗ってきた人」というように、                 と捉えていくことも大事。 

 

 

 

 

 

 

・どんな式になるか？…式）１２－４－３＝５ 

  ➾子どもからは、そういえばさっき「乗ってきた人」をまとめたって意見が出てくる。じゃあおりた人をまとめ

ると １２―（４－３）＝５ になる。 １２…乗っていた人 （４－３）…おりた人 

    おりた人を一つの数とみなして、a－b＝cという三項関係にした。 

★ここで働かせることが、批判的思考（クリティカル・シンキング）…これで大丈夫かと問うこと 

  ➾この式だと答えがおかしい。おりた数は（４－３）じゃなくて（４＋３）にしないといけない。…あれ？ 

 

 

 

 

 

 

 

３ 処理の工夫と場面表記の価値 
〇２つの価値 

 

 

例） 

１５０円持っています。８５円のあめを買いました。次に、１５円のうまか棒

を買いました。いくら残っていますか。 

 

これってどういう場面ですか？バスの例で言うとどっち？ 

 

 

 

➾子どもにしてみれば、違う話。バスはお客さんの話。今度は買い物。 

   求めるものも、お金と人数。 

 こういった時に、「こっちのひき算の話だよ」って言える子にしたい。 

 つまり、 

 

≪バス≫  １２－（４＋３）＝５      ・・・（４＋３）は「おりた人」 

   ↓ バスの話の「おりた人」は買い物の話で考えると、 

≪買い物≫１５０－（８５＋１５）＝５０  ・・・（８５＋１５）は「使ったお金」 

① ←先に計算する 

８５＋１５は１００になる 

            ② 

 

 

 

 

協議会で出た「４０と３０を最初に足す」「１０のまとまり同士は計算しや

すい」といったアイデアはいいこと。 

 

 

 

 

 

 

式というものを、問題解決をする中で、良さを実感できることが大事  

（２）（中略） （ ）や□などを用いることができる。また、計算の結果の見積りにつ

いて配慮するものとする。 

（３）（中略） 交換法則や結合法則を取り扱うものとする。 

学習指導要領の領域変更があり、「式指導」が〈数量関係〉から〈数と

計算〉に入った意味を考える。  

数学的に表現し伝え合う活動とは一体どういうことなのか？  

ここを考えてみてほしい 

３つを行ったり来たりしながら、自分がどういうことを考えてい

たのかを説明していく。 

 

 

 

日本語の言葉で書かれている文章と式は、実はイコールである 

数学的表現の翻訳。つまり日本語

で書いたものを算数の言葉に翻訳

し直すということ。 具体と形式の往還 

１年生の時は、こういう風に勉強したね。 

つまり、順々に加えていく（乗った順に加えていく）…「増加」の場面  

今回大事にしたいことは、「思考のプロセス」！！そこに焦点化すると・・・  

一つの数とみなす  

お話は続いて…ここから降りていく。 

１２人乗っています。バス停 C で４人

おりました。次に、バス停 D で３人お

りました。何人乗っていますか。 

場面は、求

残（⇔増加）

の場面  

子どもたちが他者の考えを理解して、

伝え合うことで議論が生まれる。  

算数は一方通行になりがち。「あれ？こうしたほう

がいいのでは？」という場を仕組むことが大事。  

処理の工夫・・・簡便さ  場面表記・・・構造の的確さ  

構造をきっちりとつかめる子どもにしたい  

「使ったお金」をまとめて計算するという視点に加え、計

算がしやすいということで結合法則を使うことがある。 

「計算を便利に早くするために（ ）をうまく使うといい」 

こういった知恵を授業で使える。これがいわゆる【簡便さ】  


